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【改版時期】

版数奥付日付

正誤表の見方

ページ数：修正箇所の発生したページ 

誤：誤った表記 

正：修正後、または今後修正する予定の正しい表記 

修正版数：正しい表記に修正した版数

　　　　　　　修正版数が「第0版」となっている場合は、未修正の内容です。

　　　　　　　（修正時期については未定です。）

　　　　　　　修正版数の「第1版」は、奥付の「初版」を意味しています。

第1版2014年04月03日

第2版2021年03月31日

第3版2023年05月29日

【修正箇所】

ページ数 誤 正 修正版数

P  6. ■ 試験科目
7行目

◦ カスタマーサービス（CSP） 削除

第3版

P 39 １　モニタリングの大切さ

…ヒントを得ることもでます。 …ヒントを得ることもできます。

第3版

P 48 【問題3】
解説４行目

…シフト調整に影響が出る可能性がありま
すの、

…シフト調整に影響が出る可能性がありま
すので、

第3版

P 75 ２　接続詞を適切に使う
2行目

順接、逆説、添付・・・

表　2項目　見出し

逆説

順接、逆接、添付・・・

逆接

第3版

P 78 ３　OS（オペレーションシステム）と・・・ ３　OS（オペレーティングシステム）と・・・ 第3版

P 98 ２　お客様満足とロルヤルティ ２　お客様満足とロイヤルティ 第3版



【修正箇所】

ページ数 誤 正 修正版数

P112 ６　「ありがとう」をうまく使う

b　「そういうことがありましたか。申し訳ござ
いません」「そういうことがあったのですね。
お知らせいただきまして、ありがとうござい
ます。」

ｂ　「そういうことがありましたか。申し訳ござ
いません」より、「そういうことがあったので
すね。お知らせいただきまして、ありがとう
ございます。」の方が良い。

第3版

P126 1行目、3行目、用語解説1行目の3ヶ所

自動電話着信分配装置
自動着信呼分配装置

第0版

P138 14行目

自動電話着信分配装置 自動着信呼分配装置

第0版

P140 13行目

自動電話着信分配装置 自動着信呼分配装置

第0版

索引 さ行

自動電話着信分配装置 自動着信呼分配装置

第0版

株式会社富士通ラーニングメディア


